
2018年度卒業論文タイトル一覧

地域政策講座

高山市の財政・財政政策からみる産業政策

街バルによる地域活性化の可能性―カリアンナイトを事例に―

学生船頭目線だからこそ語れるぎふ長良川鵜飼の裏側

スマートフォンはデジタルカメラに対する破壊的技術であるか

待機児童問題

観光による高山市のまちづくり

 スポーツとは何か―スポーツによるまちづくりに取り組む岐阜市、羽島市、各務原市、川辺町の事例分析―

市民とつくり上げる各務原

 法は女性の地位を向上させるのか―労働の場における法の役割と現状の課題について―

知立市のゆるキャラ「ちゅりっぴ」を支えるボランティア団体のあり方

 高山市における２つの重要伝統的建造物群保存地区の生活と観光の課題―住民の意識に着目して―

医師の長時間労働問題を考える　―働き方改革導入に向けて―

成年後見制度の現代的課題～本人の意思の尊重の視点から～

 現代日本における「貯蓄から投資へ」政策分析―現状における政策効果と推進される資産形成を焦点に―

岐阜県における観光DMOとまちづくりに関する考察

ユニクロからみるファストファッションの発展要因―企業戦略とイメージ変化に着目して―

雇用形態間の格差是正について―同一労働同一賃金を中心に―

刈谷市における若年層の定住に関する考察～空き家活用と子育て支援～

女性の労働力化によって男女賃金格差は改善されるのか

地方議会改革と住民自治の向上

中山間地域における茶生産者の意識と今後の展望―白川茶を事例に―

地域医療崩壊の要因と自治体病院の存続の条件

二次創作の法的保護に関する考察

中国から見る日本の安全保障－中国脅威論は本当か－

岐阜県における柿の生産維持と販売振興の考察

 碧南鋳物にみる日本鋳物産業―サプライヤーとしての二面性と鋳物産業の抱える問題と展望―

男性のワーク・ライフ・バランス―男性稼ぎ手モデルへの批判的考察―

愛知県西尾市佐久島における滞在型市民農園の利用実態と指定管理人の果たす役割

長良川流域における周遊型観光

ふるさと納税がもたらす自治体の変化

国際観光都市高山市の観光政策

新自由主義による社会構造の変化―アメリカ経済の歴史的展開―

高山市の産業構造と観光業を中心とする産業関連分析

交渉力向上を目指したこれからの労働組合の在り方

コミュニティ型サードプレイス～岐阜のカフェの魅力について～

公立図書館の在り方について―TSUTAYA図書館を例に―
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地域環境講座

岐阜県周辺におけるウグイとニゴイのmtDNAハプロタイプの分布と侵入

 物のイメージがパーソナルスペースに及ぼす影響～食堂の席取りにおける物と着座行動の関係～

自然侵入促進工を用いた法面緑化による植生回復について

「色彩」と「他者の存在」が学習環境に与える影響について

 大学生による違反喫煙に関する研究～学内全面禁煙とされている大学構内の「喫煙所」におけるケーススタディ～

高濃度ヒドロキシラジカル環境中でのイソプレンの酸化反応に関する理論的考察

岐阜市と美濃加茂市に生息するヘビ類の食性

都市圏内産業の分布と交通の関係について

蛍光灯の発光に関する理論的研究

時間の表示方法と作業の難易度が作業効率に与える影響について

ヘビノボラズの実生、萌芽の発生と定着から見た更新特性の解明

名古屋鉄道と地域の関係について

ヘビノボラズ、ミヤマウメモドキ、イヌツゲの樹上果実の消失過程について

地域格差の変遷について

開花数および結実数の変動からみたシデコブシの繁殖特性

地域文化講座

『陰翳礼讃』論——谷崎潤一郎の「美」の本質と小説作品への反映

ウルトラス的なファンダムの諸相

井上靖の「あすなろ的人生観」――自伝的小説の考察を通して

A correlation among English proficiency, social communication skills and an awareness of foreign language learning 

カワイイ魔法少女論

認識に関わる観念の共有について

志賀直哉文学の「永遠性」――『暗夜行路』までの行程

家事の再考―家族の愛情と生活の充足―

若者が使う「～ない？」について

実存主義的自己分析

Intransitive Verbs with Accusative Object and the Nominative/Genitive Alternation in Japanese

日本語由来の中国語の関する考察―男女を表現する単語の日中比較―

就活に「総動員」される学生たち――戦時プロパガンダの呪縛

ガンプラ～ガンダムという作品群がもたらした可能性と漢のロマン～

『ビバリーヒルズ・コップ』はなぜヒットしたのか

『視線』で読み解く隠蔽された支配関係　～ホラー映画と推理小説を例に～

若者たちが使用する「かも」について

川端文学における「鎌倉」––『山の音』『千羽鶴』における美意識を中心に––

Is there a difference between people who study abroad and who do not;The effect of Willingness to Communicate(WTC)on second language acquisition

Bilingual cognition ;comparison between bilingual and monolingual speakers of Japanese on global / local perception

性の商品化から見る性のモノ化について

実写映画に対する風評とブームについて

テクスト論から対話の条件へ
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地域構造講座

ANAウィングスの広報活動の現状と課題

濃尾震災救援活動の実態―民間の団体・個人の動きから―

日本における介護問題対策の課題～家族介護に焦点を当てて～

待機児童の解消 ～保育士増で改善へ～

 中山間地域のまちを持続可能なものにするためには（愛知県東栄町）～担い手となり得る若者への意識調査から～

子どもが貧困状態に陥る背景に関する一考察

発達障がいのある子どもたちにおける野球という集団活動の意義

子どもの貧困対策について―世代的再生産の視点から―

高齢者長期ケアが日本の法律で介護と呼ばれてきた経緯

 地域のパブリック・アクセスを発展させるために～ケーブルテレビとコミュニティFMに焦点を当てて～

日本のアニメ制作における労働環境の現状と改善策

「すべての女性が輝く社会」の再検証―<かけ声>と<実態>を照らし合わせて

子どもでもない大人でもない「若者」が子どもたちの遊びに関わる意義

税務行政の広報活動の現状と課題

女子プロ野球リーグの広報活動の現状と課題

障がいのある人たちが「はたらく」ということ―重度障がい者における労働の意味―

岐阜県の観光と広報活動におけるメディア利用の在り方

「分人」として生きる

身体装飾と「私」の再発見

「ブラック校則」に関する一考察

仲間との出会いが障がいのある若者に与えた心の変化

文科系サークル活動を通した大学生の人間的成長

高齢者の貧困の背景からその解決策を考える

 発達障害を抱える人が定着できる職場と支援のあり方～一般就労経験のある障害者の語りから～

震災が思春期の子どもに残したもの

 児童養護施設で生活する発達障害のある子どもへの支援を考える～指導員へのインタビュー調査を通して～

「ひとりで在る」ことの意味―発達障がいのある青年の語りから―

西濃運輸株式会社の広報活動の現状と特徴

外国人技能実習制度の是正

〈劇的手法〉による「部落問題」教材化の試み

住民”主体”のまちづくりにおいて大事なもの～２つの好事例の比較から～

酒と飲み会　―社会的評価の変遷と社会的機能の再検討―

就学直前期の子どもの睡眠指導

被差別部落とは　―歴史教科書調査を通して―

国立大学の「改革」の再検討―「学部再編」に焦点をあてて―

獣害対策における狩猟ビジネスの考察

 青年期ダウン症者の対人関係の発達について－作業所・グループホーム・家庭～それぞれの場での比較を通して－
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